






要約:本研究班では,まず,川崎病のトータルケア(治療,検査,生活指導など)に関する各都

道府県レベルでの体制の把握,確立を期して,研究活動を開始する。また,新しい観点から,

細菌毒素と本症病因との関係にしぼって,原因究明の研究を行う。疫学調査では,日本でし

か実施できない川崎病罹患児の長期予後に関する研究に着手すると共に,引続きサーベイ

ランス事業および全国実態調査を実施する。また,ガンマグロブリン大量療法は,その副作

用などの追跡調査を行う。


